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第一章 緒 言

肝 油 「トマ ト」汁療 法 ハ或 ハ高 「ヴ ィタ ミン」食餌

ト謂 ハ レ、Mc.Conkey(1930)ニ ヨ リテ提 唱 セ

ラ レ、Frimodt-Moller〈1930)、Kline(1930)、

Buylla(1932)、Brownu.Sampson(1932),

Mc.Laughlin(1933)等 ノ追 詮 テ 待 チテ、 今 日

本療 法 ガ腸 結 核 ノ治療 拉 二豫 防 二数 アル ハ、 廣

ク報 ゼ ラル ・ノ所 ナ リ。 我 今村 内科 二於 テ モ腸

結 核 患 者 及 ピ腹部 症 状 テ有 ス ル肺 結 核 患者 数+

名 二本 法 テ實 施 シ、 腹 部 症 状著 シ ク改善 セ ラ レ

殊 二艦 重 ノ著 シ ク壇 加 スル モ ノ多 キ テ見 、 本 法

ガ相 當有 敷 ナル ラ認 メ、 其 大 様 ハ 日本 清 化 機 病

學 會雑 誌 第34k二 今 村 教 授 ガ既 二 報 告 セ ラ レ

シ所 ナ リ。 余 等 ハ本 肝 油 「トマ ト」汁療 法 實施 中

偶 々長 期 二亙 リテ各種 解 熱 剤 二反 鷹iセザ リ シ、

…一…b有熱 腸 結 核 患者(治 験 例18)ガ 本 法實 施 後2

乃 至3週 間 ニ シテ著 シ ク下熱 シ、 爾後3週 間 テ

経 ル モ37度 テ越 ユル コ トナ ク、一一一般 症 状 甚 シ ク

改 善 セ ラ レタ ルー治 験 例 二遭 遇 シ、 本 法 ガ特 二

解 熱 的 敷果 ラ有 ス ル コ トニ注 目 シ、 進 ミテ高 熱

テ有 ス ル肺結 核 患 者 二本 法 ラ行 ヒ シニ、 幸 二解

熱 ス ル モ ノ多 キ テ見 タ リ。 更 二余 等 ハ生 化學 的

検 査 テ其 尿 及 ピ血 液 二就 テ企 テ タル3名 ノ有 熱

肺 結 核 患 者 ニ ア リテモ、 定 型 的 二下 熱 スル テ認

メ タル ニ ヨ リ、 本 法 ガ結 核 熱 ノ治 療 二際 シ興 味

アルー 療 法 ナ ル ラ信 ズ ル ニ至 レリ。

從 テ肝 油 「トマ ト」il'療法 ハ現 時 七張 セ ラル ・ガ

如 ク、腸 結 核 ノ治療 拉 二豫 防 二有 敷 ナ ル ノ ミナ

ラズ、 肺 結 核 殊 二結 核熱 二 奏殻 スル コ トア ル 子

信 ジ、 余 等 ノ得 タ ル治 験 例 二就 テ其 概 略 テ報 キ

セ ン ト欲 ス。

第二章 方 法

肝 油 ハ專 ラ廠 鏡 印肝 油 テ選 ビ、 「トマ ト」汁 ハ市

販 「トマ ト」テ所 要 時 布 片 テ以 テ歴 搾 製 作 セ シメ

タ リ。

肝 油12瓦 乃至15瓦 テ 「トマ ト」汁75瓦 乃 至90

瓦 二俘 游 セ シメ、 毎 食 直 後 内服 セ シメ タ ル ニ ヨ

リ、1日 量 肝 油36瓦 乃至45瓦 、「トマ ト」汁225
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瓦乃 至270瓦 ナ リ。 固 ヨ リ患 者 ノ状 態 ニ ヨ リ、

或 ハ肝 油 ラ減 ジ、 或 ハ朝 夕2回 椛 取 セ シノ、 漸

次 増111:シテ1日3回 舞 取 セ シム ル等 、 ソ ノ川 法

二考慮 テ彿 一 リ。 余 等 ハ 本法 が我 々r_本 人 二適

1,'レや否 や 子 先 ヅ窺 知 人ル ノ 必 要 ラ感 ジ、 白

ラ月hlh15jl〔 テ 「トマ ト」言i90』・〔「「1=・、 浮 游 七 シ

メ、 毎 食後 帥 チ1「13回 薙 取 シタ ル ニ,比 較的

飲 ミ易 ク、 初 メ2.31ハ 腹 部 ノ膨 満 感 ア リ、

全 身 二熱 感 ヲ発 一、 殊 二 手足 ハ暖 カ ク.時 二樫

度 ノ頭 痛 テ感 ジ、 便 通 ハ却 テ多少 秘 結 ス ル傾 ア

.リ 、1週 間 テ縄 ル ニ及 ピ、 殆 ン ド全 ク異 常 テ感

ゼ ズ 、 寧 ・食 慾 ノ檜 進 入 ル ラ盟 験 セ リ。

進 け 本 法 子患 者 ・行 フ へ 多 クハ 容 易 二肝 油

「卜 一・・卜」汁 既 定 ㌔1:列瞬 ン.何 等 ノ 誇痛 ラ 訴 ヘ

ズ 、 時 畠1,2回 下 痢 テ楽 人 」 トナ キ ニ ア ラザ

ルC、1斬'欠 ∴ シ テ調 整 セ ラ レ、 多 クハ:宮ニビ テ∫皇,

績1有 川】ノL1レa5と タ リ.「 トマ ト」テ嫌1漂7ノ レモ ノ

_ア リ テ モ,1同 地1ヒr内 川 セ シム ル ー.次 回

ヨ リノ置三手1己皆ヲ1怖ナ ク シ テ蓋置町差入ル テ 常 トセ リo

既 一Mc,Conkeyノ 記 載 セ ル 女"ク.「 トマF

汁 テ 冷 却 へ 飲 川 セ シ ム ル ー一、 更 ∴飲 こ易 キ 八

厘{余 誓 モ 縄 験 七 シ所 ナ リ。

第三章 治駿例

例1一 年 齢23歳 男

診 断 南 側 肺結 核(重 症.}結 核 菌 陽 性

現症 歴 昭 和9年4月 頃 ヨ リ38度 二至'レ搬 熱 ア リ、

轡 師 ニ ヨ リ右 肺 尖 加 答 児 ト診 断 サ レ タ リ、10月2日

再 ビ風 邪 ノ感 ア リ、 咳 漱 喀 疲 ヲ訴^.今 村 内 科 ヲ訪

L/タ リ0

主 訴 呼 吸 困難 、 咳 吻:喀俵

入 院 時所 見 閥 格 中等 饅 重46.1妊 、 脈捕120,呼 吸

数25.盟 温37.5度 、 口唇 乾 燥 シ、 舌 苔 著 ン 〃、 心

悸 先進 ア リ、 殊 二第 二 肺 動脈 音 ノ・著 シク強盛 ナ リ。

師 部 右 腕 他 量 的 病 的 症 状 ヲ認 ノ1.左 腕 ・・全般 二

五 リテ、 前 後 共 打 診 青短 、聴 診 時 呼 吸 音微 肱 後 下

都 二摩 擦音 ア リ.腹 部 異 常 ナ 久 膝 蓋 腱 反 射 寧 ・先

進 ス。 尿 中 二微 量 ノ蛋 白 ヲ証 明 ス。 糞 便 姦 卵 ヲ認 メ

ズ。 喀 疾 中 二結 核 菌 多数 ヲ認 ム。

血 色 素 量6.2n.S赤 血 球 数430萬 、 白血 球 鍛8100、

血 液 像 、 中性 嗜好 白血 球 ノ 桿 核 型38.3%,分 核型

41.2%.「 エ オ ジ ン」嗜 好 白血 球1.80,淋 巴 球16,2

%、 単核 白 血球3・0%、 赤血 球 沈 降 速 度 一 時 間45,

二 時 間85,ZF均 値45.7,ピ ル ケ ー氏 反 応 陰 性 、 マ

ソr一 底 反 晦 陽 性 ・一千 倍 液0.1蝿 、30粍)。

胸 部X線 像 右 肺 ・・中央 部 二場殖 性病 竈 陰影 ア リ、

左肺 ・・全部 二五 リテ.殊 二肺 尖 部 及 ビ左 側 中 央部 二

融 合 セ ル混 合型 病 竃 ア リ、 鎖骨 下側 方 二 當 リ2鎮 銅

貨 大 空洞 ヲ認 ム。

11月22日 入 院 後、 左 側肺 尖 部及 ビ 鎖 骨 下 部 二小 水

幽泡 音 ヲ聴 取 シ
、37.分 乃 至38度 二至'レ登 熟 爾 去 ラ

ズ・喀 廣 増 加 ・'レノ感 ア リ.12月4日 左 側 擶 隔 膜 辞

経 捻 除 術 ヲ受 ケ、 其 後 ノ、:側水 泡 音 及 ビ熱 型 多 少 安 定

ス,レノ感 ア リ シモ、12月7日39度 ノ螢 熱 ア リ。12月

9日 朝 血 痕 ヲ喀 出 シ、 午 後6時 少 量:ノ喀 血 ア リ
。 爾

後4日 間 二五 リテ血 痕 ヲ見 、12月12日 頃 ヨ リ40度

二 至 ル 登熟 ヲ來 シ
、 著 シ ク弛 張 ス。 時 二右 側 胸 痛 ヲ

訴 ウ'レコ トア リ。 左 側 肺 ノ湯 控堤 音 場 強 ス)Vヲ 見 タ

略 種 解 熱 剤 ヲ試 ミ痢 レモ 反 磨 セ ズ。

昭 和9年12月22同 肝 油 「卜vb汁 療 法 開 始

開 始 當 日 ヨq毎 食 後1日3同 断 定 量 ノ肝 油 「トマ ト」
o
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例1 一23歳 り}

両 側 川i結 核1恥

.櫓

イ～～卜

叩3,'年!〃11ロ

肝 浦 臼トト↑噺伽4」砲

口.ll ・1昌:

・'耀Ψ辮 幸 南瞥 留 ナ

汁 ヲ播 取 セ ン メ 殉 レニ、 何 等 苦痛 ヲ訴 ヘ ル コ トナ 〃

下痢 及 ビ嘔 吐 ヲ來 サ ズ。 既 二翌Hヨ リ下 熱 ス'レ ノ徴

ア リo●

数 日 ヲ経 ズ シテ 下熱 シ、漸 次.・般 症 状 良好hナ ・ リ。

1月6日 血 痕 ヲ喀 出 シタ ル モ爾 來 極 メ テ 順調 二経 過

」.胸 部 ノ嘱 音 モ著 シ 〃減 少 ン.喀 疲 中 ノ結 核 菌数

モ甚 シ 〃減 少 セ リ。2月4日 二至 リテ ・・赤 血 球 沈 降

速 度 バー時 間35,二 時 間76,平 均 値36,2月20日

一 時 間lid ,二 時 間42、 平 均 値21ト ナvリ 。

例2一 年 齢21歳 男 紙 函製 造 業

診断 雨 側 肺 結 核(重 症)結 核 菌 陽性

現症 歴II召 和9年81】 頃 肺 尖 加 答 見 卜診 断 サV,2

同喀 血 シ、安静 加 療 シ、昭 和10年1月 初 句 散 歩 中程

ビ喀 血 シ、 爾 後屡=喀 血 ヲ繰 返 シ、1月9日 二於 テ

ハa同 ノ喀 血 ア リ。1同 量50耗 二 及 ピ ン ト云 フ。

10日5同 ノ喀:血 ア リ1∫119日 入 院 、 主 訴 喀 血 。

入院 時 所 見 艦 格 中 等 髄 重52.5妊 、 筋 肉 ノ號 育 良

1皮 下 脂肪 ヨ 〃骸 育 ン、顔 貌 尋 常 、顔 色 蒼 白、 膿

温39.c,脈 搏112.呼 吸 数23,心 臓 第2肺 動 脈 音

促進 セ ル ノ他 異 常 ナ シ。 右 腕 前 部 ハ呼 吸 音 一般 二粗

肺尖 部 ニ ノ ミ小 水 泡性 嘱 音 ヲ聴 取 ス。左 肺 前 部 ハ呼

吸音 一般 二粗 ナ リ。

腹 部 特 記 ス ペ キモ ノ ナ 〃、 肛 門 裂 瘡 ア リ、 膝 蓋 腱 反

射 正 常,糞 便 巌 卵 ヲ見 ズ。 尿 異 常 成 分 ナ シ。 喀 疾 中

二少 数 ノ結 核 菌 ア リ。

血色 素 量49皿.・.赤 血 球 数480萬 、 白血 球 激6200,

血液 像 中性 嗜 好 白血 球 ノ桿 核 型43%、 分 核 型24%,

「エ ナジ ン」嗜 好 白血 球2.9% 、淋 巴球29%、 赤 血 球

沈 降 速 度一 時 間31,二 時 間63,平 均 値:31,ご,肱

一氏 反 感、 陽 性(7.0粍)。

胸 部X線 像 、 右 肺 ノ・殆 ソ ド全般 二五 リ、 強度 二融 合

セ,レ李 等性 陰 影 ア リ。 左肺 二於 テ モ主 滲 出型病 竈 ヲ

認 メ,側 方 第 二 肋 間腔 ニ ア リテ 一 部 融 合 セ ル ラ見1レ。

1/110日 入 院 後1日4同 乃 至2同 ノ喀 血 ヲ繰 返 シ,

各 種 止 血剤 ノ使 用 ヲ 待 チ テ 漸 〃is日 二至 リテ 出 血

ヲ見 ザ,レ二王11シ'モ 、39度 内 外 ノ高 熱 下 ラ ズ。1月

11日 下 痢 便 ヲ排 出 シ、22【1再 ピ下痢 ヲ來 セ リ。

昭 和10年1∫123日 肝 油 「rマ 」 澗療 法 開 始

23日 夕 食 後 ヨ1,既 定 量 肝2[h「 トマ 」 汁 ヲ内川 シ吾リ

1,。24日 、25日 ト秘 結 シ、26日 自然 硬 ア リ、 尿 量

多 少 増大 セ'レ ノ感 ア リ。 盗汗 叉 次 第 二減 少 シ、 食 慾

例221年 男

両側肺 結核重症

i1

1'bレ〃〃 翰ダμ 、

〃.〃ρ.//IfA
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塩 池;シ 初 ム。 熱 型 ・・表 示 匂 レが如 〃下降 セ リ。

2111711本 法 實 施 策2611ニ シテ退 院 セ1,。

例3一 年齢21歳 女

診断 南側 肺 結 楓 血 症)粘 核 菌 陰 性

既 往症20歳 ノ時 紅 斑 性 狼 蜥 ヲ病L'同 年頭 部 淋 巴

刀泉別弔ノ:r術 ヲ・唖乙ケ タ1,015召ンlill8{r10)」811ヨ リ覧10

刀1911マ デ駁 熟 ア りテ治 療 ヲ受 ケ シコrア リ。

現 症 雁 昭 和9年7月 頃 ヨ リ38.5度 二 至,レ 微 熱 ア

1,、軽 度 ・咳 閃軟1喀媛 ア リ、 ノ1:側胸 痛 ヲll斥フの

上 訴 熟 臓 及 ビ.1,;側胸 痛 昭 和9{1覧10刀13日 入 院

入 院 時所 見 偲 格 中 等顔 貌 慨 棒 ノ感 ア リ。髄 温39.5

度、 呼 吸 数30,脹 揮120,咽 喉 部署 シク 獲赤6!、

心 臓 濁音 ・・.1,乳暗 部 ヨ リ2横 指 外方 二及 ビ、 心 音 一

般 二元 進 ス 。

左 肺 部 ハ前 後 共 打診 上 輕 度 ノ濁 音 ヲ呈 シ、 肺 尖 部 前

後 共 呼 吸 音 著 ジク粗 ニ シ テ、 呼氣 延 長 ア リ。 小 水 泡

音 ヲ時 二1隠取 ス。腹 部 一般 二緊 張.」 輕 度 ノ抵 抗 ア

リa

肝 臓 部 及 ビ脾 部 二産 痛 ア リ。 膝蓋 腱 反 射 正常 、 尿 ・・

比 重1.020,反 感 弱 「ア2レカ リ」性 ・微 量 ノ蛋 白 ヲ含 有

ス。 腎 孟 炎 ヲ疑L'「 カ テー テル」尿 二就 テ培 養 試 験

ヲ實 施 シタ ル モ菌 ノ・陰 性 ナ リ。糞 便 二轟卵 ヲ認 メ ズ。

再 三 喀 疾 検 査 ヲ繰 返 シ タ'レモ結 核 菌 ノ存 在 ヲ詮 明 セ

例3一

両側肺結核(重)

フご
。

血色 素 吊(i8n.8.赤 血 球 敬428萬,白 血 球 鍛13000,

血 液 像,中 性 嗜 好 白血 球 ノ 桿 核 型26・5%1分 核 型

52.5%、rエ オ ジ ンJ嗜 好 白血 球 ナ 」.淋 巴 疎18・5

彦、 耶 核 白 血球2.5'一'G。

赤 血 球 沈 降 速 度 一 時 間137,二 時 間141.亭 均値104

ビ ル ケ 自民 反 慮 、 鵬 性 「6粍 、

胸 部X線 像 南側 肺 門 部 淋 巴 腺 ハ 強 度 二肥 大 シ,右

脚 ニ ア リテ ノ・第 二肋 骨以 下殆 ン ド全 部 二五 リテ氣 管
ノ

枝澗園浸潤性陰影 ヲ認 メ左肺尖 部二斑紋 ア リ.左 脚

第 三肋骨以下殆 ン ド全部不等性陰影 ア リテ下部 二至
●●

'レ三従 ヒ、 共 度 張 シ。

10月16日 頃 ヨ リ腹 部 症 状i欠 第 二堀1悪 ノ.腹 膜 炎 ヲ

思 ・・シム。10月16日 下腹 部 ノ 膨 満 著 シク.嘩 痛 著

明 ナ リ。 腹 水 ヲ証 明 セ ズ.便 ⑫ 及 ビ下 痢 ヲ屡;反 復

ス 。

1昭和9年11月1日 、 肝 油 「rr'ト 」汁療 法 開 始

11月1日 ヨ リ肝 油12瓦 ヲ「トr・卜」汁75瓦 中 二浮 溝

セ シメ、1日3同 内用 セ シメ タル ニ、 何 等 記 ス ペ キ

苦 痛 ヲ訴 ヘ ズ、11月7日 二至 リ著 シク下 一」、 再 ビ

12日 ヨ リ16日 マ デ 登 熟 シタ'レ モ、17日 以 後豪 勢 ス

,しコ トナ ク、 一般 症 状 著 シク良 好 トナ リ、 食 慾 頓 二

増進 シ、12刀15日 退 院 セ シメ得,レ ニ至 レ リ。

21歯 女

1留 ㍊㍊ 間略

」5、艘 鱗 ギ 類

例4一 年齢29歳 男 貿易商店員

診断 両側肺結 核(重 症 、 結核 菌陰性

昭和9年12刀24日38.5度 二至 ル襲熱 ア リ。爾後

1刀7日 二 至1レマデ、38.5度 ヨリ39.5度 二至Jレ

螢熱 ア リテ下 ラズ。肺 尖加答児 ノ疑 ヒヲ以 テ當科 二

入院 ス。 ・

主訴 高熱

入院時所 見 膿 格大、榮 善良、筋肉 ヨク獲育 シ、皮

下脂肪組織 中等、禮 温38度 、脈搏95、 呼吸 数20、

心臓異常 ナク、 師部 ・・右前肺部全般 二五 リテ呼吸音

微 弱、 背 部 ・・打 診 上 軽 度 ノ濁 音 ヲ呈 シ、 一 般=呼 吸

音 微 弱 ナ リ。

左 胸 部 ・・呼 吸 音 前 後 トモ少 シ ク粗 ナ ル他、 他 量 的症

状 ア,レヲ認 メプ。 腹 部 異 常 ナ 〃、 膝 蓋 腱 反射 正 常 ナ

リ。 尿 二蛋 白、 穂 ヲ証 明 セ ズ、 便 二轟 卵 ヲ見 ズ。

血 色素 量70、 赤 血球 数420萬.白 血 球 数9600、 血

液 像 、 中性 嗜 好 白血 球 ノ桿 核 型17%、 分 核 型39%

「エ オ ジ ン」嗜好 白 血球396
、淋 巴 球 ・35%、YO核 白血

球6ヴ6。

赤 血球 沈 降 速 度 一 時 間61,二 時 間97.弔 均 値55.
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ピル.ケー 氏 反 臆、、 明暢'1ごL:.t粍 ・。

胸 部X線 像 肺 門 部 淋 巴腺 ハ左 右 共相 醤 二肥 た シ、

右 肺 ハ第 三 肋 骨 ヨ リ上 部 二生 塗,り陰 影 ア リ.嬉 二肋

骨 ヨ リ以 上 ハ強 度 二融 合 ス。 葉 問 モ髪 像 ヲ恥 二肋 間

腔 二見,レ。 左腕 二 於 テモ ーヒ部3分 ノ1二 五 音7テ主 増

殖 型 陰 影 ア11。

昭 和10年1f.20H肝 汕 「卜rト 」汁 療 法 開 始

本 法 開 始 後 下痢 及 ビ腹 痛 ヲ訴 フPレコrナo,次 第 二

下熱 ジ、 日 ヲ縄 ル ニ從L'、.一 般 症 状 著 シ ワ良 好r+

レ,レヲ見.タ リ。

例4-29歳'1}

雨1Ul1肺結 核u匠:、

↓輪 留離£閲轄
,つ ノ'5e.7'ソ ピノ.旨F'.ノ

1∫16.7:'.」,7'げ ヲ潔 η びa

↓寸1・ ・
.

例5._年 齢20歳 女 印度人貿 易商族

診断 両側肺結核.重症)結 核 菌陽性

現症歴 入院約1ケ 年前 ヨ リ左肺尖加答見 ヲ病 ヒ、

ボンベイ市 ノ病院 ニテ 氣胸療法 ヲ受 ケ ツ ・ア リシ

モ、家庭 ノ都合 ニ ヨリ、船 ニテ6月13日 耐戸昔,船

中二於 テ既 二高熱 ア リ、 直チニ今村 内科 二入院。

主訴 號熱、咳漱喀疾。 ・

入院時所 見 鴉格 中等、榮養良、顔色暗褐色.膿 温

O
㎝

ゆ

軍

げ
肯

繁

揺
唄

曽箪

唱
田
触黙
註
藁
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39.5度 、 脈 蝉120、 呼 吸 数24、 咽 喉 粘 膜 輝 痩 二臓 赤

シ、 両 側 扁桃 腺 中尊 度 二肥 大 ス。 心 悸 左 通 ア リ.第

二肺 動 脈 斤著 シ〃弧 盛 ナ リ。 剛 肺 尖 部 打 診青 短 、 石

肺'・第 一 肩 胸 骨 間 二小 水 泡 音 ア リ。 左肺 ・・殆 ン ド全

部 二 於 テ小 水 池.Y.IIヲ聴 取 シ、,と 二吹 笛 ヲ混 ズ。 腹部

特 記 スベ キ モ ノナ シ。 膝 蓋腱 反射lll常 、 尿 側 貼常 ナ

シ.喀 痕 中 二無 数 ノ 納 核 菌 ヲ 楡 出 ス。 血 色 素 熾70

n.S.赤 血球 倣390萬 、i'1血球 敬13400,中 性嗜 好r1

血 球 ノ桿 核 型51%、 分 核 型2996、iエ オ ジ ンJ嗜 好

1'1血球196、 淋 巴球2896、 町骸 白血球O・5〃4。

赤 血球 沈 降 速 、度_._.時間81,こ 二時 間105、1～ 均 値67、

ビ,レケ 一兵 反,胞1陰性 、一vソ トー一氏 反 臨 場1生(20粍1000

倍 液0.1立 毛)。

胸 部X線 豫 石 肺 ハ下 半 部 二於 テ主 滲 出 性 病 竃 ヲ認

ノ、 左 腕 ハ全 般 弄瓦 リテ一 部 融 合 セ ル滲 出 型 陰 影 ア

ll、 数 個 ノ小 空 洞 ヲ見 ル。

入 院 後 各 種 解 熱 朗 ヲ用 ヒ、 左 側 横 隔 膜 神綴 捻 除 手術

ヲ行 ヒ、8月 末 二至 リテ漸 〃熟狡 ノ治 ル ヲ待 チ、

ll召和9年9刀13日 肝 油 「rマ ト」汁療 法 開始

不 例 ニ ア リテ ・・、 温 度 表 ニ ヨ リ、 明 カナ ル が如 ク、

肝 油 「トマ ト」汁療 法 實施 以来 時 二顎 熱 ス1レ コ トア)V

モ比 較 的 容 易 二 解 熱 ス ンレ・・、 殊 二 興 味 ヲ 感 ゼ シ所

ナ リ。

例6一 年齢21歳 女 紙商旅

診断 南側肺結核(重 症)

現症歴 昭和8年10月 頃血痕 ヲ喀 出セ シコ トア リ。

昭和9年11月 頃 ヨ リ右側肩胸骨 部 二軽度 ノ痔痛 ヲ

畳 へ、咳歎喀綾、37.5度 二至'レ登熟 アリ。1.月8日

二至Jレモ膿温 下 ラズ來院 ス。主訴 咳漱 喀渡

人院 時所 見 膿格 中等、榮養良 ク、顔 貌尋常輕度 ノ

貧 血 ア リ。 艘 温37.1度 、脹 櫨120,呼 吸 数22,口

鱒 乾 燥 シ、 舌 苔 鰹 度 、 寧 切乾 煽 ス。 心 臓 ・・左 側 二肥

ノこヴ、 心 臓 濁 音 ・ヴ豆乳 吻 頭 目 ザ 二横 指 外 方 二至 リ.

心 悸)t逢 着 ン。
コ

右側肺尖部打診上輝度 ノ濁音 ア リ。1呼吸音組,呼 無

延長 ア リ。殊 二背部 ノ・著明 ナ リ。左側肺尖部 ノ・打診

上濁音 ヲ豊 シ、殆 ソ ド全胸部 三 尺リテ大小水 泡音、

多数 ヲ聰取 ス。肺尖部 八勝 二著 シ。腹部 異常 ナク、

膝薇腱 反射先進 ス.尿 蛋 白糖等病的成分 ヲ証 明セズ

便 二錨卵 ナ シ。

喀媛 中 二多数 ノ結 核菌 ア リ。

血 色素徽6.2n5.赤 血球数423萬 、 白血球歎10400

血液像、中性 嗜好 白血球 ノ桿核型42.5,分 核型30。0

「工才ジ ソ」嗜好白血球1%,淋 巴球20・5%.軍 核 白

血球6.o一一.

赤血球沈降速度 一時 間96、 二時 間120,牛 均値:78。

ピルケー氏 反感 強陽性(10粍)

胸 部X線 像 右腕 ハ殆 ン ド全部 二於 テ、小葉 性0葉

性混合型病竃 ヲ認 ム。 左腕ハ全般 二五 リ強度 二融 合

セ,レ滲 出性肺 炎型病 竃 ヲ以 テ蔽 ノ・ル。

昭和10年1JIg日 入院 後咳歎 甚 シク、食慾不振.盗

汗 ア リ。1刀14日 腹部膨 満 シ、抵 抗及 ビ歴痛 ナ ク、

便 ・・秘結 二傾 久 ノ両側肺部 二漁性曝者 及 ビ吹笛 ヲ臨

取 ス。
　

1刀17日 肝 油 「トマr」 汁 療 法 開始

本 法 實 施 後 便 ・・著 シ ク調 整 セ ラv,23日 マデ 毎 日排

便 ア リ。 髄 温 次 第 二下 降 セ ル モ、 胸 部 所 見 ハ殖 ン ド

邉 ラズ。 一 般 症 状 良 好 トナ リ膿 重 ノ頓 二増 加 ス ヲ 見

タ リ。

例6■ ■■ ■■■21歳 女

両 側 肺 結 核(重)

↓群鶴 毎≠銭 『

R三

脚 育
.仕 、

「ニヰ工期

→d一一一6

塗 鯨

1345了7,1〃 ノノ4ノ

〃痴 ク1

る;.蔭

f
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例7{1竃 齢38尚 男 官 吏

診 断 両 側肺 結 核 、 腸 結 核(重 症)結 核 菌陽 性

既 往症25歳 ノ時脚 氣、昨 年 左 側灘 性}り」膜 炎 ニ テ入

院 治療 ヲ受 ケ タ リ。

現 症 贋 作{F漁 性 肋膜 炎 ニテ治 療 ヲ受 ケ シモ 、 爾 後

輕.度 ノ咳漱 ア リ。II'{和9年5/.頃 ヨ リ、咳1漱lr割炎上曾加

シ、8U頃 ヨ リ 左側胸 痛 ア リ、1}豊温37,5疫 二界,レ

コ ト嘆{ナ リ。 最 近 二 至'レモ38度 以 上 ノ凝然 ア リ。

主 訴 咳漱 喀 廣、 號 熱

昭 和911UOU15日 入院

入院 時 所 見

榿 格 ノく、骨 格 ヨ η獲育 シ、 顔 色褐 黄色 、 意 識 尋常 、

慌 温38度 、 脈 搏90,呼 吸 数23、 心 臓 異 常 ナ ク、

脚部 、 右肺 尖 部打li貌手短 、 呼吸 音 粗 ナ リ。 左 肺 部 ハ

殆 ン ド今般 二五 リテ、 打 診 上濁 音 ヲ呈 シ、 乾 性 及 ビ

漏 性 聴 音 ヲ聴 取 ス。1一 リ。 膝 蓋 腱

反 射 微 弱、 尿 二異 常 成 分 ヲ言豊明 セ ズ。 糞 便 二錨 卵 ナ

シ。 喀 疾結 核 菌 陽性 ナ リ。

血 色 素 量72n.s.赤 血球 敬410萬 、 白血 球 数8300、

血 液 像、 中性 嗜 好 白血 球 ノ 桿 核型42.5%、 分 核 型

39・5'・、 「エ オ ジ ン」嗜 好 白血 球2.5・ 。、淋 巴球 ユ196

赤 血 球沈 降 速.度一 時 間70、 二 時 間102,李 均 値60,

ビルヶ 一氏 反 騰、 弱 陽性r5.0粍) 。

胸 部X線 像 右 腕 上 半 部 ・・殊 二側 方 二於 テ、 廣 汎 ナ

ル滲 出 型病 竃 ヲ見 、 鎖 骨 下 部 二於 テ母 指 頭 大 空 洞 ヲ

透 見 シ、 ノゴ川1ハ 全般.A正 リ テ'卜善性 陰 影 ヲ認 ム。 共

」建」二'r部 二強 シ。

頃
oっ

卜

(軒
〆

↑

量

ぎ

入 院 被膜 温 表 二示

7Lカ9女II〃,39)隻 二

至'レ慨 然 ヲ來 ス コ

h稀 ナ ラ=7:。11月

13H;左 側 横 隔 膜 刷1

縄 捻 除手 術 ヲ受 ケ

・時 多少 解 熱 ス レ

ノ感 ア リタ,レモ、

37.5乃 至37.8度

ヲ下 ラ ズ。 時 二下

痢 ア リ,心 窩 肢斧菌,

・附 隻ノ疾 病 ヲ訴 へ

廻 盲 部 ノ「グ」音 ヲ

1躯=触 」矢ロス。 食 尼1,

不 振 、11刀15日

ヨ リ右 側 肺 二氣 胸

術 ヲ受 ケ 、 毎 週1

同1501尾 ヲ補 充 セ

リ。 如 斯 ス1レモ右

腕 及 左腕 ノ水 泡 音

攣 ラ ズ。 殊 二左 側

二 濫=シ。

1昭和9年12」!7日

肝 油 」トマr汁 療

法 開 始

肝 油 「トマ ト1汁 既

定 量 ヲ内服 セ シム

ノレモ、 特 記 ス ベ キ

コrナ7 、 ≡欠第 二

食 慾 増 進 シ、 便 通

ノ、去見風lj白勺二1日1

回iナ リ、 一 般 症

状 著 シ ク恢 復 セ'レ

ヲ見 タ リ。 胸 部 所

見 モ 多少 可 良Pナ

17胸 部 二 於 ケ ル喉

音 多少 減 少 セ リ。

{こ法 箕 施 後14fJ前

後 ニ シ テ骨豊温 着 ン

〃解 熱 シ,17r1ヲ
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純 潔 ル後 ハ、37度 ヲ越 ユ ァレ.1ト ナ 〃、4週 間 ヲ経 過

シ、 其 後 時 二37度 ヲ出 ヅノい1ト アル モ、一 般 症 状 頓

二改 善 セ ル ラ見、211二 入 リテ 座 位 ヲ 許 ス ニ 至 レ

リ。 ∴ ビ

例8-lr齢2・ 職 男 湯!1{

診 断 両 側 肺結 核(:1価1ゴ)腸1轄 核 結 核 菌 陽 性

現 症 歴 昭 和9年1)1初 旬 ヨ リ、 喀 嬢 微 熱 ア リ。 常

時 肺 尖 加 答 児 ト謂 ハ レ、6月 頃r・ デ安 静 加療 ヌ.6

月頃:ヨ リ全 治 セ シモ ノ ト瓜 ヒ、 通學 シ、昭 和9年10

∫111日 正 午 突 如 少 量 ・日額Lヲ ナ シ 驚 キ テ入 院 ス。

主 訴 喀 血'

入 院 時 所 見 髄 格 中 等顔 面 搬 赤t/熱 感 ア リ。 髄 温

37.5度 、 脈 捕108、1呼 吸 数35、 扁 桃 腺 右 側 輕 度 二腫

脹 シ、 心音 各 音 共 純 、 第 二 肺 動 脈 昔 者 シ〃元 進 ス。

打 診 上 右肺 尖 部 ・・打 診 音 短 、 呼 吸 音 粗 、 呼 氣 延 長 ア

呪 左 肺 ノ・殊 二肺 尖 部 二於 テ打 診 上 軽 度 ノ濁 音 ヲ呈

シ、 漁 性鳴 音 ヲ前後 共 二聴 取 ス。 腹 部 軽 度 膨 満 シ、

「グ」音 ア リ。

膝 蓋腱 反 射元 進 ス。 尿 二蛋 白、 糖 ヲ証 明 セ ズ。
●

略儀 中 二多 数 ノ結 核菌 ヲ認 ム。

血 色 素 量80ns.赤 血 球 数509萬 、 白血 球 数7500、

血 液 像 、 中性 嗜好 白血 …球ノ桿 核 型35;0,分 核 型35

%、 「エ オ ジ ン」嗜 好 白血 球 ナ シ。淋 巴球22%、 輩核

白血 球2.0%。

赤 血 球 沈降 速 度 一 時 間21,二 時 間63,平 均値27。

ピ1Vケ ー氏 反 慮 、 弱 陽 性(4.0粍)。

胸 部X線 像 右 肺 門 部 淋 巴腺 ・・相 當 二肥 大 シ、 ソノ

周 園 二増殖 型 陰影 及 ビ著 シキ気 管 枝 属 国 炎 ヲ認 メ、

第 三肋 骨 ヨ リ上部 ・・殆 ソ ド圭 堆 猫 型 陰 影 多 ジ、 左 肺

ノ・全般 二五 リテ、 平 等 陰 影 ヲ認 メ、 第 二 肋 間腔 二當

リ、1銭 銅 貨 大 ノ厚 壁 ヲ有 ヌ ル 空洞 ア リ。 入 院 當 日

20琵 宛3同 喀 血 ア リ。 翌 日2同 、 爾 後血 痕 ヲ 喀 出

シ、39.2乃 至39.6度 二至7レ登 熟 ア リ。各 種 解 熱 剤

ヲ配 ス ル モ下 熱 セ ズ。 便 通 ・・便 秘 二傾 キ、4日 二1

同 文 ノ・5日 二1同 ニ シテ、 時 二下痢 ヲ來 ス 。

病 状 次 第 二進 行 シ、11月 末 二至 リテ左 肺 ノ・殆 ン ド全

般 二五 リテ水 泡 音 ヲ聰 キ、 摩 擦 音 ヲ混 ズ、 時 二右 肺

尖 部及 ビ鎖 骨 下 部 二水 泡 音 ア リ、 呼 気 延長 著 シ、 喀

血 ハ10月9日 以 後 出現tズ 。

昭 和9年12月7日 、 肝 油 「トマr」 汁 療 法 開 始

7日 ヨ リ既 定 量 ヲ朝 、=書、 夕 食 後 二内 服 セ シメ タ ル

軽

輩
偲

苺

o◎

メ
圖
)
迷

壌

塗

屋

二.夜8時 頃39。5

.度 二 至 ル 凝 然 ア

リ。 砲撃ワ隻ノ吋二級 ヲ

催 ス。12,∬8日 及

ビ9日.211間 二

瓦 リ テ 周 部 ノ痔

痛 、腹 部 ノ膨1繭 感

ア リ、 下痢 ヲ來 サ

ズ。 却 テ⑰締 二傾

ケ リ。

12日 ヒ貞[二・i巨りい 肝

油 「トマ ト」汁 ヲ服

用 スル モ 苦痛 ナ キ

ノ ミナ ラ フご.食 慾

i;ヲ ・豊 ユ ァレニf.

レ リ。

本 法 實 施2週 間 頃

ヨ リ下 熱,シ初 メ.

10日 間 ヲ経 ル モ37

度 以 上 二昇 ラメ。

12月30日 周部 ノ

癖 痛 ヲ訴 へ.艦 温

37.5度 二上 昇 」、

数 日壁 熱 シタ ル モ

再 ビ 下熱 二 傾 ケ

リ。 解 熱 セ'レ間 八

食 慾 増 進 シ、 気 色

勝 ル ・モ、 胸 部 所

見殆 ソ ド愛 ラ ズ。

寧 ロ水 泡 音 次 第 二

櫨 張 ス ル ノ感 ア リ

1月12日 再 ビ喀 血

シ、17日 二至 ル マ

デ血 痕 ア リ其 後 出

血 セ ズ。

本 例 ニ ア リテ ノ・肝

油 「トマ ト」汁 療 法

ニ ヨ リテ解 熱 セ シ

,後 、 時 二豪 然 ス ル

コ ト無 キ ニ非 ラザ

ル モ、 表 示 セ ル ザ
ら 　'

如 ク、 其 熱 型 多少
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安 定rナ リタ リ。

例9年 齢23歳 男r1亜1庫 蓮 樽 予

診 噺 両 側 肺 結 核(重 症)結 核 菌 陽 性

現 症 歴 昭 和9年12月 初1、 風 邪!感 ア リ、顛 痛

及 ビ咽 喉 部 ノ痙 痒 ア 、)。12月19i頭 痛 両 輕 快 走 ズ。

39度 二至,レ螢 熟 ヲ來 セ ル ラ以 テ來 院 メ。

主 訴 頭 痛 及 ビ 黄熱

入 院 時 所 見 船 格 中等 、 顔 面 蒜白 貧血 強 ナ リ.槻 温

37.2度 、 脈 搏79、 呼吸 販18,頸 部 淋 巴腺 南側 共 、

2.3,腕 豆 ノく二肥 ノくシ、 音 盤 ノ、軽 度 ナ'レ蜥 哩 ヲ來 シ、

第 二肺 勅版 音 強盛 ナ リ。 右 腕 前後 共肺 尖 部 、 打 診 斤

短 、 呼 吸 音 微 弱、 右 腕 後 下部 二摩 擦 音 ア リ。 時 二小

水 泡音 ヲ混 ズ。 左側 肺 尖 部 ハ 前後 共 打診 青 短、 呼 吸

音 粗 、 呼 氣延 長 著 シ、 腹 部 特 記 ス ペ キ モ ノナ シ。 喀

疲 中 二結 核 菌 陽 性 。

血 色 素 雄78aS.赤 血 球 数468萬 、 白血 球 数10600、

血 液 像 、 中性 嗜 好 白血 球 ノ桿 核 型22%、 分 核 型43

%.Lエ オ ジ ン」嗜 好 白血 球3%、 淋 巴球25.5%、 単

核 白血 球6.Ois。

赤 血 球 沈 降 速 度 一 時 間107,二 時 間129,ZF均 値85、

ピ'レケ ー氏 反 鷹、 陰性 、 マ ンh一 氏 反 磨 。 陽性(21

粍)。

胸 部X線 像 右 腕 ハ第 三 肋 骨 以 下 圭 滲 出性 大 部 分 融

Aセ ル病 竃 ア リ。 左 腕 ハ肺 門 部 淋 巴 腺 中等 度 二腫 脹

シ、 ソ ノ周 園 二軽 度 ノ.増殖 型 陰 影 ヲ認 ム。

12月28日 入 院 、 爾 來 各 種 ノ 解 熱 剤 ヲ試 ミ 偽 レモ.

ソ ノ熱 型 ノ・圓 示 セ'レが知 キ経 過 ヲ指 示 セ リ。

昭和10年1/.28日 、 肝 油 「1マ ト」汁 療 法 開 始

本 法 實 施 後2乃 至3週 間 ニ ジテ著 シ 〃糾 通 好轄 シ.

食 慾 推 進 シ、 一 般 症 状 著 シ グ改 善 セ ラ レタ リ.

例9-23歳 男

両 側 肺 結 核 重

↓鷺謡}ノ 講 川名
置目 「勤 卿 〃リ4∫ 、7〃 〃吻 μ〃 〃ノ〃〃勉 肱 幽 幽 吻7'砂 質 ノ4矧71'鋼 ノ融 解協k7レ ノ卿 μ 幽 鋤 〆馳 ∫

夢暑 LIIi:ソz"川 岬""鯉 笹蟹 響 酬 脚 μ

〃

ゴ1
万

ヤ もi」 一

:..

一・・一一 珊 ト ー一1キ:鵡1慧L…:闘
・一1†1.繍

、峨.耳 ∴脳 一・.→一1.脚y.

陸離 熱血遜 飛報 蝿懸 鯛 ・・蟹蜘 三

例1f一 年齢18歳 男 店 員

診 断 右側肺結核(重 症)結 核菌 陽性

家族歴 兄 が数年前肺結核 ニテ死亡 セ リ。

銑往症 昨年夏脚氣及 ビ黄疸 ヲ病 ヘ リ。

現症歴 昭和10年6月9日 夕頃突然100蝿 二及 プ

喀血 ア リ。其 後血痕 ヲ喀出 ン、毎夕37乃 至38度 ・

登熟 ア,1。 呼吸困難 及 ビ心悸先進 ヲ訴 フ.

主訴 血痕登熟

入院時所 見 彊格 中等顔色少 」ク悪 〃、 膣温39.5

度 、 脈 搏96,呼 吸 数28,舌 苔者 シク、 胸 部 心臓 異

常 ナ 〃、 右 腕 前部 ノ・殆 ン ド全 般 二五 リテ小 水 泡音 ヲ

聴 キ、右 肺 尖 後部 二軽 度 ノ吹 笛 ヲ聴 取 ス。 腹 部 脾 肝

ヲ燭 知 セ ズ。 膝 蓋腱 反射 正 常、 尿蛋 白 、糖 ヲ誇 明 セ

ズ。 便 轟 卵 ヲ見 ズ。 喀 演 中 二少 数 ノ結 核 菌 ア リ。

血 色 素 量51n,J.赤 血 球 徽520萬 、 白血 球 数1160(レ

血 液 像 、 中性 嗜 好 白血 球 ・ 桿 核 型14.5%,分 核 型

70・6、fエ オ ジ ゾ」嗜 好 白血球19・ 、 淋 巴球11%、 茸t

核 白血 球3.5ク6。
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ロ

【;a,14巻

赤 血 球 沈 降 速 度 一 時llll89、 塒 間121}、 ・卜均1直7へ

`ル ケ 一 反 憾4耗 弱 陽 性

胸 部x線 像 有 川1ハ 全 般 二A[リ ・部 融 合 セ ル 播 種 抑1

病 竃 ヲ以 テ 蔽 レ 右rl膠`什 下 部 二Il[胡 ・巨,べ'一'レ 空 洞 γ

リ吊.コ リ」問 腔 以 上 二肺 上 葉 炎 二 至 ラ,r,,,レ 順;戸 経

咳 ノ1:朋r二於 テ 、}忌ム ベ キ系占核 性1倹i彪 ナ ン
。

入 院 後 「ピ ラ ミ ド ソ 」O.5ヲ;1川 慮 方 へ='=1』 り之

ヲ 腎 他 二 ・」O.r,二 代 へIll杯1110{rlり 】出ID1「

.III「卜 ㌦'ト1亨1'療 浸…1,卜1始、2711al,、7月311一'うr解

熱 刑 ヲ與 へ'べ 、311ヨ リunマ デ1フ ェ ナ セ チ ン1

1・llヲ 川 ヒ 、16日 ヨ リ解 熱 鋼 ヲ 奥 ヘ ズ。 知 新 キ解 熱

剤 ノi起方 二 於 テ モ{・ 法 開 始 第14ml頃 ヨ リ殆 ソ ド

'卜温 二 下 リ
、 爾 後 陵 熱 セ ズ。 其 間 ・・般 症 状 君 シ1改

浮 セ ラ レ、 赤 血 球 沈 降 速 度 ノ 如 キ モ 、li月15n

n;…13町89、.=ll与1呂 】120.4忌 均i直二74,5、

61i28i1一 時 間/J二 時 間98、7ド 均 値62

例10-18歳 男

右 側 肺 結 核 ・重)

↓鴇 慨 牒『燗佑
助 〃〃!ノ4.∫.67/7〃'期 四7ノ 照 隠 ハ〃∬ノ蹴

聲.一
一#慰 謝+:.:、

井 ・.・掘 ・lt・:
..高.:照 ・.τ 鴫

7月18日 一 時 間59,二 時 間91,,1～ 均 値52.5

7月27日 一 時 間22,二 時 間53,2拝 均 債21.5

r著 ン ク減 少 シ。1喀疾 中 ノ結 核 菌 ノ如 キモ、 著 ンク

減 少 ン、7月7F二 少 数 ノ結 核 菌 ヲ伺 説 明 シ71レ モ

爾 後7刀13日 、21日 、28日 、8月11日 ノ}同 ノ検

査 二於 テ結 核 菌 ヲ認 メ ズ。

例11一 年 齢4↓ 歳 男 材 木 商

診 断 南 側播 種 型肺 結核:重 症)結 核 菌陽 性

現症 歴3ケ 月 前 ヨ リ37.8度 二重,レ量 熱 ア リ。 全

角 倦 怠 、及 ビ衰 弱著 シ ク、 某 轡 師 ニ コ リ、 肺 浸 潤F

診 断 サv、 爾 來 安静 加療 ヲ綴 ケ ツ ・ア リ、6月5日

腹痛 及 下痢 ヲ訴 フ。 主 訴.咳 漱 喀 疾 、 騒 然Ill{和10

年6」]9日 入 院。

入 院 時所 見 盟 格 大 、 禮 電51.1近 、 痩 剛 者 シ η、

饅 温38.3度 、 脈 搏82,呼 吸 数22.軽 度 ノ舌 苔 ア リ

頸 部 淋 巴腺 崩 知 セ ズ。 心 臓 異 常 ナ ク、 肺 尖 部 ・・打 診

音 短,呼 吸音 粗 、 呼 気延 長 ア リ。 特 二 化肺 尖 部 ・・著
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」 〃、 時 二小水 泡 音 ア リ。 腹 部 ハ軽 度 二陥 没 ン、 脾

ヲ燭 知tズ 、 肝 臓 ヲ右 肋 骨 下 二 横 指 二閥 レ、 邊 縁 硬

ナ リ。 膝 蓋 腱 反 射 右 側 ハ 充 蓮 シ、 左 側 ・・正 常 ナ リ。

尿 三病 的 成 分 ヲ説 明 セ ズ。 便 描 卵 ヲ見 ズ。 喀 痕 中 二

結 核 菌 極 メテ多 シ。

血色 素 量58n・s・ 赤 血球 数450萬 、r1血 球 藪、8000

血 液像 、 中性 嗜 好 白血 球 ノ桿 核 型1296、 分 核 型61

%、 「エ オ ジ γ」嗜i好 白 血i球0.596、 淋 巴球18.5%、

軍 穣 白血 球8%6・

例11 一

雨 側 播 種 型那 結 核 ・1重)

赤 血球 沈 降 速 度 一 時 間125,二 時 間133,ア ト均 値96

ピ,レケ ー馬 腹 晦 、 陽性(6粍,。

胸 部X線 像 雨 脚 共 細 葉 小 葉性 播 種 型 ニ シテ.一 部

舳 合 ジ、 殊 二左 脚 上3分 ノ2二 於 テ著 シ ク融 合 シ℃

南 側所 々 二大 小 ノ空 洞 散:在tJレ ヲ見'レ。

入 院 後38度 前後 ヲ上 ドス ル吸 熱 ア リ。

1昭和10`卜6111811、 肝 油 「h「'ト 」汁療 法 僻1始

本 例 ニア1,テ モ、 殆 ン ド定 型 的 二2週 間 乃 至3週 間

ニ シテ 下熱 シ、 禮 重 ノ増 加1スル ヲ見 タ リ。

44歳 男

例12年 齢23歳 男 銀行員

診断 両側肺結核 く重症:結 核菌陽性

既往症7年 前両側肺尖加答 児、昨年脚気 ヲ病 ヘ リ。

現症歴 本年6月5日 頭痛 ア リ、 登熟39:度4分 二

及 ペ リ。爾來39度 二至ル登熟 ア リ。左側胸痛 ヲ訴 フ。

主訴 登 熟.昭 和10年6刀16日 入 院

入 院時所 見 膿格 中等、榮養 中等顔貌尋常、軽度 ノ

舌苔 ア リ。扁桃腺 両側共輕度 二腫脹 」 咽喉粘膜 ノ

曇 赤 ヲ認 ム。

胸 部、心臓第二肺動脈音 ノ先進 ア リ。

左肺尖部 ノ・前方打診青短、鎖骨下部 二於 テ小水泡音

ヲ聴 キ、後方肩脾骨間 ニア リテ小水 泡音及 ビ摩擦音

ヲ源 ク、腹部異常 ヲ認 メズ。雨膝蓋腱 反射微 弱、腓

腸筋 ノ歴痛 ナ シ。 尿 ・・黄色透明弱酸性蛋 白、糖反晦

●

例12 一

雨 脚 肺結 核 ・重1

共 二陰性、糞便 二姦卵 ヲ認 メズ。喀疲結核菌柵當多

シ'o

血 色 素 量68n.s.赤 血 球 数503萬 、 白血 球 数6940、

血 液 像 中性 嗜 好 白血 球 ノ桿 核 型z4、 分 核 型34.5

96、 「エ オ ジ ン」嗜 好 白血 球5.5%、 淋 巴球21・5%、

輩 核 白血 球9.5%、 赤血 球 沈 降 速 度1時 間45、2時

間56、 準 均 値37,ビwケ ー 氏 反 応、 弱 陽性(4粍)。

胸 部X線 像 右 肺 二於 テ所 々二軽度 ノ増殖:型陰 影 ヲ

認 メ、 左 肺 上 、2/3ノ ・強度 二 融 合 セ ル 滲 出型 病 竃 之

ヲ占 ム。 入 院 後47日 間 二五 リ、 各 種 解 熱剤 ヲ試 ミ

タ ル モ下 熱 セ ズ。

昭 和10年7月 、肝 油 「トマ ト」汁療 法 開 始

本例 二於 テ モ下 熱 二傾 ケ リ。

23歳 男

虚得`。〃耳'8Z8

許め ト7湊イ療4聞 格

例13一 年齢40歳 男 酒造業

診断 両側肺結核L重症)結 核菌陽性

既 往 症17歳 ノ トキ、氣 管 枝 加 答 児、30歳 ニ シテ肺

尖 加答 児、 同年 貴 様 突 起 炎 ノ手 術 ヲ受 ケ タ リ。
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現症 歴 恒 「1月 　トII突然lr客血 〆リ。 其 後=川 間1喀

血 ア リ。5月rll樽 ビ 喀m匠 セ リ。 其 頃 ヨ リ燈 温:ii

度 三下 ル コ トナ ジ。 近 時 二至 リ咳 漱 曙 破 塘111悼 リ。

主 訴 咳 漱 、 喀 媛 、獲 熟bII(和IC{「7月Z{ln入 院 。

入 院 時 所 見 船 格 中 ～`1.榮養}ヒ較 的 良 η.悌 温38・5('

脈櫨9【1,1呼 吸 敬22、 心1'i㌔総 純 、 第r肺 動 脈 削1胸 腹

ニ ド己巡 ス。

肺 部 、 打 診上 雨肺 尖 剖悼1後jUI{1吸 ノ濁 音 ア リ。"忠診

一L呼吸 蹄胤,呼 氣 延長 潴 シ、 ノ,川猷三二 前 後llノト水 泡

音 ヲ聴 取 ジ、 イ川 」フこ後部 激 テ モ水 泡1げf・存 デ1互ル

ヲ認 ム。

腹部 廻 盲 部 二 當 リ十糎 二 皮 プr術 搬 痕 ア リ。 脾 及

肝 ヲ燭 魚 セ ズ。膝 蓋腱 反 射 正 常,尿 二蛋 白及 ビ糖 ヲ

認 メ ズ。 糞 便 二鐡 卵 ナ シ。1嘘寝 中 二結 核 菌極 ノテ 多

シ㌔

血 色 素 量71[n.S.赤 血球 数 ↓80萬,r1血 球 吸8900、

血 液 像 中 性 嗜 好 白血 球 ノ桿 核 型32.5ヌ 〃、分核 型44.0

%「 エ オ ジ ン」嗜 好r1血 球2,5%、 淋 巴球1S',、i糧 蔓

白血 球6%。

ピ,レケー 氏 反 鳳、 陽性5粍 。

胸 部X線 像 右 脚 ・・下 部 小 部 分 ヲ除 キ、 殆 ソ ド全般

二五 リテ、 混 合 型 、 一 部 融 合 セ1レ病 竃 ア リ。./1:川レ、

主 滲 出性 細 葉 小 葉 性 陰 影 多 シ。

入 院 翌 日、 昭 和10年7月21日 肝 油1.rマ 』 才1療法

開 始 、 本 例 二於 テ モ2週 間 前 後 ニ シテ、 鰐温 ノ不熱

二下 レ'レヲ見4リ 。

例13-40歳 男

南 側"11`結 絃

動画・〃専用2ρ

πワ〆力川 園 、伝聞娼

〃〃'〃

/7」'∫6.ア"

.

構:it

重

.1幽 『:ヨ'

例11■ ■■■■■jr齢32歳 男 新 聞 記 者 唇

診 断 両 側 肺結 核 唾 症 結 核 菌 陽性

現 症11'1ケ 月程 前 ヨ リ、 畷 回飲1喀竣,/1:胸 部 ノ躯 痛

及 ビ終 痛 、 夕 頃 螢 然 ア リ.

k訴 凝然 、 及 ビ胸 痛 。

現 症 開 格 中 等、 榮 養 ヨ 〃、 顔 貌 尋 常、 舌 苔 軽度,

咽 喉 粘 膜 輕 度 二数 珠 シ、 胸 部、 心臓 濁 音 ノ・ゐ:側乳 礎

ヨ リ外 方一 横 指 二 千 リ.第 一二肺 動 脈 音 強 盛 ナ リ、 右

肺 尖 部 打診 音 短 、 聴 診 上値 微 ナ ル 小水 泡 音 ア リ。 左

肺 尖 部 亦前 後 共 打 診 青 短.呼 吸 音 微 弱 、粗 ナ リ。 左

後 下 部 二摩 擦 音 ヲ聰 ク、 ソノ他 異 常 ア ル ヲ認 ノ ズ。

腹 部 特 記 ス ベ キ症 状 ナ 〃.四 肢 浮 腫 ナ シ、 膝 蓋腱 反

身}正 常 暫 尿 二病 的 成 分 ヲ諺 明 セ ズ。糞 便 中 二姦 卵 ナ

シ。 喀峻 結 核 繭 陽性 。

血 色 素 量70n.5.赤 血 球 敷5ZO萬 、 白血球 数7500、

血 液像 、中性 嗜 好 白血 球/桿 核型3,5%、 分 核型76,5

・。,.エ オ ジ ン1嗜 好 白血 球0.5%、 淋 巴 球19.=<、

輩核 白血 球o

赤 血 球 沈降 速 度 一 時 間30.二 時 間72、 下 均 値33

ピ ルケ ー氏 反 磨。

胸部X線 像 右脚 上 部 二増 殖型 病 竈 ア リ。 吊四肋 間

腔 二於 テ母 指 頭 大 圃 型 竈 ヲ認 メ、 左 脚 ・・上 半 蔀 二硬

攣 性 病 竈 ヲ以 テ蔽 ノ・レ、 駈個 ノ空 洞 ヲ透 見 ス。 右横 一

隔 膜 ノ・稜 角状 二牽 引 セ ラ ル.

昭和10年8刀20日 肝 油 「トつh汁 療 法 開tシ 、 其

後 経 過 良 好 ナ リ。

例14-32歳 男

雨 但哩月市 結 午親 τ匡.・

1臨 ζモ惚 嚇
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例15一 年齢1?態 勢 畢生

診噺 左 側脚結 核(中 等症)結 核菌陰 性

現症 歴 昭和9年11月 頃.左側胸痛 ヲ 畳^、 牛 ケ月

間入院 加療 ヲ受ケ、全快 セ シが.昭 和10年2川 中頃

ヨ リ咽 喉痛、左 側胸痛 ヲ訴へ、 夕頃37乃 至38度 ノ

登熟 ア リ。 頭痛 及 ビ 疲弊倦怠 ヲ訴 へ、 昭和101ト2

刀22日 入院。

主 訴 蟹熱及 ビ胸痛

入院時所 見 麗格 ハ年齢 二比 シテ ♪くキ 〃、槌温37.2

度、脈 搏82、 呼吸数22,咽 喉粘膜蟹赤 シ、 右側扁

桃 腺軽度 二肥大 ス。心搬異常 ナ 〃、雨脚 尖部 ハ前後

共 呼吸音粗、左側鐙骨下部 二於テ微 弱ナル1伊軋 ヲ聴

取 ス.

腹部特記 スベキモ ・ナ 〃、膝蓋腱 反射正常。,

尿 二値徽 ノ蛋 白ア リ、 便轟卵 ヲ見ズ。喀疲 ノ・虞 ざ楡

査 ヲ繰返 シタ ルモ結 核菌陰性 ナ リ。

血色素 量70n.s.赤 血球激480萬 、 白血球敬9200、

例15 一

ノ、:側肺結 核 仲)

血 液 像,中 性 嗜 好 向 血.球 ・牌 核型15%、 分 核 型42%

「エ オ ジ ン」嗜 好r1血 球2%
、淋 巴球35%、 服 核 白血

球6%。

赤 血 球 沈 降速 度 一 時 間90,二 時 間 ●105、準 均値67.5

ピ ルケ ー 氏 反 感、1陽 性(7粍

胸 部X線 像 南 側 肺 門 部 陰 影増 大 シ、 右 肺 ハ差 ヴ タ

ル結 核 性 病 璽 ヲ認 メズ。 左 肺 尖 二輕 度 ノ斑 紋 ア リ。

ノ、1第_.肋間 腔 二儲 り、 主 増 殖 性 、 一・部 融 合tル 病 竃

ヲ見pレ。

入院 後1週 間 ・経 過 ヲ戴 タ'レ後 、15'{和10`1…2月28

H肝 油 「トマ ト」汁療 法 開 始。

本 法 實 施 後1週 間 内外 ニ シテ慌 温 下 熱 シ、 漸 次 一 般

症 状 改 善tプ レ、 饅 重 増 加 シ、 赤 血 球 沈 降 速 度 モ、

21127日 一 時 間8U、 二 時 間109,ZF均 値:67.5

3刀22日 一 時 間25,二 時 間60、2F均 値27.5

4)」22日 一時 間1?,二 時 間52,下 均 値21.5

ヲ指 示,/i著 ン ク遅 延 ス ル ニ至 レ リ。

17歳 男

↓鷺雛 弱質離

例16一 年齢24熊 男 歯科轡師

診断 右 側肺結 核、右側温性肋膜炎 結核菌陽性

既往症 生来健康 ナ リシモ幼 時温性肋膜炎 二罹 リシ

コ トア リ、毎年脚氣 ヲ病 フ、本 年六 月眼網 膜出血、

及 ピ「ブ リクチ ン」二罹 リ、本 大學眼科 ニテ治療 ヲ受

ケタ リ。

現症歴 昭和9年8∫1頃 ヨリ微熱 ア リ。 入院約1ケ

月前ヨ リ右側胸痛 ヲ訴へ、殊 二深呼吸時 二著 シ、11

月28日 、39.4度 ノ獲熱 ア リ。 其後登熟 去 ラズ。ll召

和9年12月9日 入院。

主訴 登 熟、呼吸困難

入院時所 見 膿格 中等、顔面 蒼白、一 見重症 ヲ思・・

シムo

盤温37.8度 、脈搏:90、 呼吸数23.咽 喉 粘膜登赤

シ、 扁桃 腺ノ・両側共 軽度 二腫脹ス。頸 部 二輪 豆大淋

巴腺数 個 ヲ髄 知ス。 心臓、各青鈍、第 二肺 動脈音 殊

二元 進 ス。

右肺部 ・・前後共全般 二五 リテ、打診上軽度 ノ濁音 ア

リ。呼吸音粗、呼 氣延長 ア リ。右肺下部 二前 後共摩

擦音 ヲ臆 キ左肺尖部 ・・呼吸音粗、呼気延長 ヲ認 ムル

モ、差 シタル異常 ヲ他部 二於テ認知 セズ。腹 部異常
の

ナ 〃、 脾、 肝 ヲ鱗 知 セ ブご。 膝 蓋腱 反 射 、 高 マ レ リ。

尿病 的成 分 ノ存 在 ヲ証 明 シ得 内 偵 轟 卵 弓 見 フ:。喀

疾 中 二少 数 ノ結 核 菌 ア リ。

血 色 素 量55n.s.赤 血 球 敷570萬 、 白血 球 敬6900、

血 液 像 、 中 性 嗜 好 白血 球 ・桿 核 型32㌔ 、 分 核 型51

J、 「エ オ ジ ン」嗜 好 白血 球2%、 淋 巴 球.,11"、 翠 帳

白血 球4%。

赤 血 球 沈 降 速 度 一 時 間z9,二 時 間54、 下 均 値28

ピ1レケ ー氏 反 磨i、 弱陽 性j粍:。

胸 部X線 像 昭 和911d2刀12日 撮!芦 セ'レX線 像 二

於 テ ノ・、 右 肺 ノ・第 一 肋骨 以 下 肋膜 炎性 陰 影 ヲ以 テ蔽

レ シ ガ、 次 第 二 滲 出液 清 実 ジ、 昭和10年2月6日

撮 影 セ1レ本X線 像 二 於T・ ・、 右 側 第 一 肋 間 腔 及 ビ第
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二 肋 間 腔 二 塘殖 型 陰 影 ノ散 在 ヲ見、 第 三 肋 骨 以 ト三 熱 ノ,約1ケ 月後 学 温 トナ リ シモ,1川9日 頃 」 り

於 テ ・・肋 膜 炎 性 陰 影 爾 著 明 ナ リ。 ノ1:側二綿 核性 病 竈18fビ 狡撚 ン.爾 後38乃 至38.5度 ヲ上 ドス。

ト認 凋 レ陰 影 ナ シ。1刀301i肝 油 「トマ ト岡`療 法 開 始

11i'{和9{1竃12月911入 院 後 神 過 良 好 ニ シテ.次 第 二解,II,衡 新秋.・般 症 状 改;吃冠セ ラ,レ・ヲ見 〃 リ。

例16-24歳 男

右 側肺 結 核,右 側 湯 性 肋 膜 炎

例17一 年齢37歳 反 命 示正員族

診 断 南 側 肺 細 ～・、 腸 結 核 いF:」ll「結 核 保i陽性

現症 髄 格 中等顔 色蒼rl、 貧 血著 ン ワ、 開 温3"r.z

度 、脈 捕poi,呼 吸 数23,心 職 第 二川i動脈 音 著 シ 〃

冗 進 ス。

行倒肺 尖 部打 診青 毎1乏。 呼吸 音 粗,1呼 氣 延 長 γ リ。 時

西小 水 泡音 ヲ聴 取 ス。 ソ ・他 ノ肺 部 バー 般 二呼 吸 音

微 弱 ナ リ。 腹 部 ノ・廻 盲'部二 「o'」音 ヲ角勇知 ス ル モ抵 抗

魅 痛 ナ シ。

赤血 球 沈 降 速 度11LK間 、2時 間 、ZF均f直

胸 部X線 像 肺 門 部 淋 巴 腺 八面 剛 兵中 等 度 二肥 大 シ

右 脚 ノ・第二 肋 骨 ヨ リ上 部 雲壌 嚇 雪'i陰影 ヲ認1、 左川「

ハ上3分 ノ2ヲ 占 ム1レ大 部 分 融 合 セ ノレ主 滲 賦性 病 竃

ア リ◎

今 村 内科 入 院 中表 赤 土ル が如 キ熱 型 ヲ以 テ経 過 シ、

昭 和9年11∫180、 肝 油1ト マt」 汁 療 法 開 始、.乍

・ 例17一

郎 ●■!'郭〃 ノ〃國

御掛 ・レ`煽Nム 閲 惰

榊 セ

38凌 女

両側肺結 核 ・勘 、腸結核

……
π
門
.



第4號 】 西 垣 ・岩 田 ・岡 田 ・木 村=肺 粘 核 患 者 二野 ス,レ肝 油 〔トマ ト」汁燦1長 島就 テ
卿

k42歳)女

月 日
肝 油1ト マ ト」

療 法 開 始 後 ノ

日数

臆R(妊)

8月27日1
一 一 　 .ト

⊥

_一..←
131.〇
一 一 一 一.}

30.8
-

29.0

ヤー 一

9月io日

9月17日

10月15日
一 ■一{.

一 　一
28.5

}.一

31.4
■.

11月26日119日

11月8日 本法實 施
-.

…12月3日
_■【一_一_.1周

12月10日1

一 一

2611 32.7

33033.7

12月24日L

1月7日 ・

12月17Hl40日35。3
__}_一 一 一 一 一P一 「.一'一 一.『}

47日136.6

61日
_一 一 　一 一

37.4
嗣 一 一}}"}一.

一一 一一T

l40.4

1月14日,68日.L.∫ う8・6_
,39.475日L胆 旦工」=一

1月28日182日 畠_一 一一一一一 『一}¶

2月4日189日42・0

2一月11日196日 「 一4・1。2
一 一一一一

2月18日103日14星 」q .一 一

2月25日110日i42・5

法 嗣 時 二396、 靴 「加 レンウ、ム」潤 鋤 ヲ併 用 セ

シニ、11月26日 頃 ヨリ、 多少腹部症状緩解 シ、食

慾 ノ出現 ス)Vヲ 見、気色 ノ勝 ル ・ヲ見タ リ。爾後100

日絵毎 日既定 量 ノ肝油 「トマ ト」汁 ヲ振 取 シタ'レニ表

示 セレが如 キ熱型 ヲ示 シ、腹部症 状拉 二胸 部所 見モ

極 メテ良好 トナ リ、温性唖者 モ全 ク消失:モ「リ。

殊 二本患者 ・・著 シク器量堆加 セ シヲ以 テ其盤重美 ヲ

掲 グペ シ。

例18■ ■■■ ■ 年齢26歳 女 事務 員

診断 右側肺尖 加答 児・軽 症 腸結 核、結核菌陽性

現症 歴1昭 和8年 末頃 ヨ リ全 均二倦 怠 ヲ魔 へ・気色

勝 レズ。 昭和9年5月3日 悪寒 ヲ件 ヒ テ號熱 シ・

40度 二昇 リ、其 後38度 乃 至40度 二至ル高熱 ヲ殆 ソ

ド日 繰々 返 」 所 々ノ書肺 ヲ訪 レシモ下熱 セズ。或

ハ肺結核r云 ハ レ、或 ハ腎孟炎 ト診断 サ レ、絡 二今

村 内科 ヲ訪 レタ リ。

主訴 高熱

入院時所 見 盟格 中等、榮養佳 ナルモ、顔貌著 シ ク

例18

蒼rl、 高 度 ノ貧 血 ア リ。 保 温37.8笈,脹 柳95・ 呼

吸 数24、 眼 瞼 口唇 貴 血 著 シク、右 側頸 部 淋 巴腺 ハ2,

3個 腕 豆 大 二謁 知 シ、 甲状 腺 轄 度 二肥 大 シ,心 臓 濁

音 異 常 ナ 〃、 心音 ・・各 音 トモ純 ナ ・レモ,第 湖 棚 脹

音 著 シク尤 巡:ス。

肺 部 、 右 肺 尖 部 前 後 共 打診 青短 、 呼吸 音 粗 ナ リ。 ソ

ノ他 病 的症 状1・認 メ ウ,レモ ノ ナ シ。

腹 部 ・・軽 度 二形 漏 シ、 廻 盲 部 二輕 度 ノ燃 痛 ア リ.索

状 帯 ヲ閥 知 ス。 膝 蓋 腱 反 射 ・・ノ1:右共 消 失 ン、 軽 度 ノ

腓 腸筋 ノ無 痛 ア リ。 尿 八反 晦 弱 「ア ル カ リ」性 ニ シ テ

排 尿 後暫 時 ニ シテ 白濁 ヲ生 ズ'レモ、 覆 面、 糖 ヲ証 明

セ ズ。 「イ ンチ冴カ ン」反 感 弧 陽性 ナ リ。 便 二愚 卵 ナ

ク、喀 疲 中 二結 核 菌 ヲ少 量 二認 ム。 血 色 素 量55n・s・

赤 血球 数256萬 、1'1血 球 鍛7400、 血 液像,中 性 嗜 好

白血 球 ノ桿 核型28%、 分 核 型20%、 淋 巴 球43%・

単 核 白 血球3%、 蝋 基嗜 好 性 白血 球196、 赤 血 球 沈

降 速 度 一 時 間92,二 時 間125、 準 均 値77

ビ'レケ ー氏1更席 張 陽性(8粍)

胸 部X線 像 那 門 部 淋 巴 腺 ノ・左 右共 中 等度 二腫 脹 シ

特 二右 側 ・・著 明 ニ ンテ、 ソノ周 園 二著 シ キ血 管 周囲

炎 ヲ認 ム。 右 肺 尖 部 二細 葉 性 陰 影 ア リ。 左肺 尖 部 モ

亦 平 等 ナ ル陰 影 ヲ見 ル。

昭 和9年7月19日 入 院 後、9)」14日 二至,レマ デ・

各 種 治 療 ヲ試 ミタJレモ、38度 時 二39度 二至rレ登 熟

去 ラ ズ。

1日2乃 至3同 ノ下 痢 ヲ來 シ、 時 二便 秘 ス1レ コ トア

リ。 次 第 二貧血 増 悪 ス ル ノ傾 ア リ。 糞 便 ・・時 二潜 血

反 応 陽性 時 二陰 性 ナ リ。

9月14日 頃 ニ ア リテ ・・右鎖 骨 下 部 二僅+ル 小水 泡

音 ヲ聰 キ、 腹 部 ・・著 シク膨 満 シ、 毎 日 ノ如 久 下痢

.2,3同 ヲ繰 返 シ、 腹 部 ノ疾病 ヲ屡 乱訴 フ。

昭 和9年9月14日 肝 油 「トマ1・」汁 療 法 開 始

肝 油12瓦 ヲ「トマ ト」汁75瓦 中 二浮 游 セ シ 六 朝 食

後 及 ビタ 食 後 二 内服 セ シメ タ'レニ、 翌 日何 等 ノ苦 痛

ナ ク、 却 テ便 通 ノ調 整 セ ラ レ、 腹痛 ノ緩解 セ1レヲ告

20歳 」ト

右側肺尖 加答 彦己(輕)、腸結 核
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ケ○ヌ1)

.1こ等 ハM・.L・LU区hlil、

1密:'一上張 ヲ考慮 ン、

3㌔ 、鞭 化1加 レシ ゥ

ム」液 ご{」蝿1」 々肖丁脈

内 二・τ[』身遺セ リ。

9[]1611ヒ 〔〔ヨ リ恥=lllj

剖卜 拠,南 ヲIilト^、肛

Pl川 園 炎 卜、診断 サ レ

1811切 開 排 膿 セ'レ ニ

ソ ノ翌1{ヨ,,苫=シ ク

.氣分勝 レ、 ド熱 シ 初

メ7り 。 肝 油[hマ

ト」汁 療 法買 施21日

目、10」14日 ヒ頁 ヨ リ

全 ワ不熱 トナ リ、 爾

來 亜台ン ド:371隻 ヲJ'

ヅ'レ コrナ ク、 便 通

モ1日1同II,}2回

トナ リ、 腹 部 ノ疾 病

去 リ、 一・般 症 状 著 シ

ク改 淫セ ラ レ、10月

16日 退 院 セ リ。

例19一 年

齢13歳 男

診 断 肺 門 淋 巴 腺 結

核、 左 側 温 性 肋 膜 炎

現 症 胚 本 年7月 初

ノヨ リ、 毎 夕37.3

度 二王1レ微 熱 ア'リ。

全 均 ノ倦 怠 ヲ訴 フ。

主 訴 徴 標

入 院 時所 見 顔 色 蕎

白、 舌 苔軽 度 、 扁桃

腺 軽度 二腫 脹 シ、 頸

部 淋 巴 腺 ・・右 側 二2、

3ケ 小 豆 尺 ノモ ノ ヲ

鱗 知 シ、 心臓 異常 ナ

7.右 肺 下部 二打 診

上 濁 音 ア リ。 呼 吸 音

微 弱,後 方 二於 テ摩

擦 音 ア リ。 右 肺 尖 部

壌
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呼 吸音 粗 ナ リ。

腹 部 異常 ナ 〃、 脾 肝 ヲ鱗 知 セ ズ。 膝 蓋腱 反 射軽 度 二

弱,尿 鋤 職 分 殆 有 セ ズ.使 出 卵 ナ ・・ 喀 疲 結 核

菌陰 性 。

並L色 素11計`55n.s.赤 二血球 塾政44〔,萬,白1血L球 宴交9300●

赤 血 球 枕 降 速 度 一時 間:1〔[,=ll綱 砺,/監 物伍32

ピ,レケ ー氏 反 胞腸 性(8札

胸 部X線 様 右 脚llll部1抹巴腺 ハ鶴 卵 ノく腫 瘍 状 二肥次

・ ン」 、・勤 間 腔 二於 テ糸田葉髄:影 多数 散 在 匂 ・ヲ認

ノ.'r:肺'・ 殆 ン ド全 般 二亙 り肋 膜 炎性 沈 毅性 陰 影 ア

リ。

入 院 後3K.;乃 至38.9度 ニ ヤ'レ放 独 アn。1`月 頃 ヨ

リ,大節.t.ド 熱 シタ'レモ,9月2511再 ・ビ骨霊i温㈲ 度 二

冒 リ、 爾 後jo1'.10日.至'レ モF熱 セ ズ。

llli和9{1三101!1011肝 油 ト'7hY』 療 ～∫三開 始

乍法 實 施 後21日 頃 ヨ リ李 無 二下 り,附 後.Si度 ヲ出

デ フご。 一 般 症 状 著 シ 〃 良 好 トナ リ、 昭 和 川;r1月

22日 退 院 セ リ。

例20一 年 齢13歳 男

診 断 肺 門 淋 巴 腺結 核 軽 症1

現 症 歴1、2ケ 月前 ヨ リ元 氣 ナ ワ、 次 第 二痩 削 ス

ル ノ感 ア11。 昭 和9年111]頃 ヨ リ徽 獲 ア リ。

主 訴 痩 削 及 ビ微 熱

現 症 船 格 中等 、 淋 巴性 艦 質 ニ シテ紅 頬 ア リ。 両 側

耐桃 腺 中等 度 二肥 た シ、 左 頸 部 二敬 個 ノ碗 豆 大 淋 巴

腺 ヲ醐 知 ス.心 臓 異 常 ナ ワ、 ノ、:肺尖 部 ・・打 診 音 通 、
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呼吸音粗、 呼氣延長 ア リ。右腕 ハ認 ムペキ他量的症

状 ナ シ。腹部 異常 ナv,膝 蓋腱反射軽度 二元進 ス。

尿蛋 白、糖 ヲ説 明セズ。硬鋼卵 ヲ見 ズ。喀演 中二結

核菌 ヲ検 出セズ。赤血球沈降速度一時間21、 一=時間

48,ZF均 値:23

胸 部X線 像 雨{則肺 門淋
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寸、饅重58.6妊..盟 温38.1度 。咽喉粘膜壁赤、 扁

桃 腺軽度 二肥大 ス。左下顎淋 巴腺八握指頭大 二腫脹

シ、心音各純、第二肺動脈音先 進ス。右腕 前部打診

巴腺 相 當 腫 脹 ン、 ソ レ ヨ

リ上 下 二向 へ'レ索 状 血 管

周園 炎 アU。 所 々二 粟粒

左石灰 癌 ノ散 在 ス,レ ヲ認

ムo

水患 得ハ先 ヅ解 熱 鋼 ヲ川

ヒ テ、 表 示 セ ル が如 〃、

解 熱 セ シメ、12刀9日 肝

油 「トマ ト」汁 療 法 開始

肝油6瓦 ヲ「トマ ト」汁 約

50瓦 二浮 游 セ シメ、1日

3同 内 服 セ シノタ リ。 爾

後殆 ン ド獲 熱 ス'レ コ トナ

シ。

本 法 ノ経 過 卜共 二著 シ 〃

膣 萱 場 加 シ、 元 氣 ノll荻復

ス ル ヲ見 タ リ。

例21一 年 齢

22歳 女 轡 師 族

診 断 肺 門 淋 巴 腺 結 核、

結 核 菌 陰 性

現 症 歴 昭 和9$4113

日突 然 悪 寒 ヲ{孚ナ ヒテ、

37.5度 ノ號 熱 ア リ。 ↓月

中頃 ヨ リ39度 二 昇 り、

午 前 中 ハ37度 以 下 ナ リ。

斯 如 キ 弛 張 熱 が10日 間

絵 二五 リテ持 続 セ リ。 爾

後 屡 ζ38.5度 二 至 ル 獲

熱 ア リ。

ll召和10年4月16日 入 院

主 訴 駿 熟

人 院 時 所 見 場 長5尺3

上 異 常 ヲ認 ノズ。 ノ1:肺尖 部 ハ肖1!後jG1'診 青 短、 呼 吸

'¥粗 、 呼氣 延長 ア リ。 腹 部 廻 盲部20糎 二及 プ 手術

搬 痕 ア リ。 ソ ノ他 異 幣 ア'レヲ認 以 。

膝 蓋 腱 反 射・ll三常 、 尿病 的 成 分 ノ存 在 ヲIi忌ノズ。 便 鋤

卵 ナ シ。1喀1夷中 二結 核 菌 ヲ偲 メ フτ、

血 色 測1171n.;.赤 血 球 敬420萬,白 血L珠数9600、

血 液 像、 中性 嗜 好 白血 球 ノ 桿 核 型15.6'。,分 核 型

.t一クo、1エ オ ジ ン!嗜 女r白 血L球1.7つ ウ、 を椋円 球37.5

%、 脳槽 白血 球L3%。

赤 血 球 沈 降 速 度 一 時 間64.,二 時 間101、 アF均値57

ビ ル ケ ー氏 反 晦.陽 性(8粍)

胸 部X線 像 右川i門 部 陰 影 中等 度 二増 大 ン、 血 管 周

国 英及 ビ所 々二米 粗 大、 石灰 流 者 ヲ認 メ、 左肺 門 部

淋 巴腺 ・・腫 瘍 状 鶏 卵k二 肥 ノ(ス。 右 腕 二特 記 ス ペ キ

病 竃 ヲ認 メ ズ。 左 肺 尖 部 二軽 度 ノ斑 紋 ヲ呈 ス。 入 院

後13日 間 各種 解 熱 刺 ヲ用 ヒタ'レモ 下 熱 ス'レ ニ至 ラ

ズ。

昭 和10年4月28日 肝 油 「トマ ト」汁 療 法 開 始

本 割 二於 テ モ其{掃温 下 熱 ンZF無 二至 レ リ。

本 患 者 ノ・入 院 時 肺58.6妊 ヲ有 セ ソが、肝油 「rマ ト」

剥・,泰法 ヲ行 フ モ、 尚且豊重 減少 シ5月20日 ⊇ノ・56・4

妊 、6月3日 ニ ノ・54.4頁 壬 トナ リ.

赤 血 球 沈 降 速 度 モ51:25日 一 時 間llli106,5月28

日116rナ リ.却 ツテ、 増 大 セ ル ラ見 タ1)。
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例22年 齢23歳 男 畢生

診断 肺 門部淋 巴腺結核、結核菌陰性

既往症ll召 和9年3月29日 ヨ リ6月13日 迄 今村内

科 二左側乾性肋膜 炎及 ビ右側早期浸潤 ノ診断!モ ト

ニ入院加療 ヲ受 ケタ リ。

現症歴 昭和10年5月 初、 咳漱 ア リ。 腹部違和、

腹痛、 肛門周園 ノ疾病 ヲ訴 へ、5刀16日 入院.

圭祈 肛門周剛 ノ終痛

入 院時所 見 燈格大1榮 善良、 盟温37。4皮,脹 櫨

82,心 臓 異常 ナク、 肺部 八隅肺炎呼吸音微弱、右腕 ,

尖部 ノ ミ打診青短、 呼吸音組 ナ リ。 腹部異常 ナ ク、

膝 蓋腱反射 正常、 尿糖及 ビ蛋 白尿膓陰性,便 幽卵 ヲ

見 ズ。喀痕 中 二結核 菌 ヲ検 出セズ。

血色素 量65n・e.赤 血球徽400萬,白 血球 鍬13200,

血液像、 中性嗜好 白血球 ノ桿核型43.4%、 分核型

36,3,0,淋 巴球17.1%,埋 核 白血球2.7%,赤 血球

沈 降速度一時間70,二 時間122,ZF均 値66

胸 部X線 像 両側肺門淋巴腺強度 二腫脹 ヴ.南 側共

血 管周 圏炎著明ナ リ。右 鎖骨下部 二宿 リ、2鏡 銅貨 一

大浸潤 ノ残影 ヲ トザム。

入院 當 日直チ ニ肛門周薗炎 ノ切開排膿 ヲ受 ク、肛 門

周 囲 ノ柊痛殆 ン ド去 りタルニ、 街下熱 セズ。別表 ノ

如 キ熱型 ヲ示.」6月3H頃 二至 リテ,90度 二及 プ'

強度 ナル弛張熱 ヲ呈ヌ ルニ至 り。

昭和10年6月4日 肝油 「r?卜 」汁療 法 ヲ開始 シ、

下熱 スル ヲ見 タ リ。

例23,E■ 年齢34歳 男 「ミシン」職

診断 肺門淋 巴腺結核、結核菌 陰性

現症歴 昭和10年6月13日 咽喉部 ノ窪窪、葵痛 ヲ

感 ジ、38度 ノ登 熟 ア リ。咳歎喀疾 ア リ。爾後登熟下 嘲

ラズ。7月14日 血痕 ア リ。18日 入院。

主訴 登熟、咳噺、血疾

入院時所見 艦縮小、 顔貌蒼 白、 膣温38.5度 、 脈 .

撞90,呼 吸数18,口 唇乾燥 シ、 灰 白色 ノ 舌苔 ア 曜
ま

り。頸部淋 巴腺多厳貌豆大 二肥大 ス。 心臓 異常 ナク

雨肺尖部共打診音 短、 呼吸音微 弱、 呼気延長著 明ナ ・

リ。

雨肺殆 ソ ド全般 二於 テ乾性 鳴音、1伊軋 ヲ聴取 」 左

側後下部 二時 二小水泡 音 ア リ。

腹部特 記スベキ コ トナ ク、 膝蓋腱反射弱、 腓腸筋 ノ

歴痛苦 ン。尿 二病 的成分 ヲ認 メ ズ、 便轟卵 ナ シ。喀

疾 中二結核菌 ヲ詮 明主 ズ。

血色素 量64n・s・ 赤 血球藪450萬 、 白血球 数8200、 .

赤血球沈降速度一時間58,二 時間80,ZF均 値49

ピルケ師長反応(8粍)陽 性。

胸部X線 像 南側肺門部淋 巴腺 ハ強度 二腫脹 シ、 高 一

度 ノ血 管周 国英 ヲ認 メ、 ソノ他 ノ部 分 ニ アリテハ、

雨肺共 差 ジタル病 竃 ヲ認 メズ。

入院後便通 ・・隔 日,/テ 軽度 ノ便秘 アリ。1㌦
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昭和10年7月22日 、 肝 油1ト マ 』 汁療 法 開 始

本 例 ニ ア リテ モ 表 示 セル が如 〃、 ソ ノ 熱 型 ノ肝油

「rマr汁 療 法實 施 後 者 シク安 定 セ
'・ヲ見 タ リ。

例23-34歳 男

肺 門 淋 巴 腺 結 札

↓1雛饗 湿 ろ
勿 」q.4:.,ノ'r:ノJ∫ ド ・

り .㌧∵ 〃1',」.

例24年 齢30歳 女 會肚 民族

診断 肺門部淋 巴腺結椥.輕 症)結 核菌 陰性

現症歴 本 年4月 初 メ、 婦人科的疾患 二罹 り、 治療

ヲ受ク'タルモ、其頃 ヨ リ全 均 ノ疲勢倦怠著 シ〃、午

後39度 二至 ノレ登熟 ア リ。昭和10年5月17日 入院。

主訴 登熟及 ピ疲労倦怠

入院 時所見 盟格 中等、 燈重40.25妊 、顔色蒼 白、

口唇 貧血 ア リ。頸部淋巴腺右側数個碗豆大 二肥大 ス。

饅温37.3度 、 脈搏102,呼 吸数25。

心臓各音締、 肺動脈 第二音強盛 ナ リ。

右肺 ハ前方肺尖部 ヨ リ鎖骨 下部 二亙 リテ打診青短、

呼吸音粗、 呼気延長 ア リ。 背部叉 同様 ナ リ。

左腕 ハ打診及 ど聴診上異 常 アiレヲ認 メズ。腹部、肝

臓 バー横指肋骨 弓下 二鱗知 シ、邊縁比較 的硬、軽度

ノ産痛 ア リ。膝蓋腱反射正常、尿蛋 白、糖 ヲ証 明セ

ズ。便轟卵 ナ シ、喀疾 中二結核菌陰性.
`
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『
」

毎
匿

冨學

」智

扁
.N

副

o蜜

諸悪
雲優

ミ重

縫 馳葺 』

‡i

I

1血L色素 臨辻70n.昌.オ;1血L

球 倣400萬.白 血 球 数

7c`Mレ、 血液 像 、 吋1↑1三ロ蛋'

好r1血 球 ノ 桿 核 型14

%、 分 核 型50%、 「エ

オ ジ ン」 嗜 好 白血 球1

96、 淋 巴 球27%、 中杉

白血 球H%。

赤 血 球 沈 降 速 度 一 時 間

12〔}、二 時 間]30,不 均

値93。

ピル ヶ 一 氏 反応 陽性

(8粍1。

胸 部X線 像 南 側 肺 門

部 淋 巴腺 ノ腫 脹 特 二右

側 二於 テ著 シク、 且 肺

門 部 二碗 豆大 数 個 ノ石

灰 陰 影 ヲ見 ル。

雨 肺 尖 部 二軽 度 ノ潤 濁

ア リ。 ソ ノ他 ノ部 分 二

結 核 性病 髪 ト認 ム'レ陰

影 ヲ観 ズ。

入 院 後8日 間 ノ経 過 ヲ

見、1唱 和10年5月2.z

日、 肝 油 「トマ ト」汁 療

法 開始 。

別 表 二示 ス ガ如 キ、 熱

型 ヲ以 テ 下熱 シ、 一般

症 状 漸 次改 善 セ ラ レ、

9月3日 退 院 セ リ。

入 院 蒔肥 軍:40.25妊 ヵ'

9月z日48妊 二 増 加

シ、 赤 血 球 沈 降 速 度 モ

5月20日 一 時 間

120,二 時 間130,平 均

値92.5

6月8日 一 時 間

106,二 時 間123,7「 均

値83.5

8月1日 一 時 間48.二 時 間76、T均 値43

8月27日 一 時 間25.二 時 間60,不 均値2.・5

rナ リタ リ。
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第四章
ユ

以 上余 等 ノ治 験 例 テ穂括 セ シ下 表 二於 テ、 肺 門

淋 巴腺 結 核 ノ6例 テ除 キ、18例 中胸 部X線 所 見

∴ ヨ リ、 多 クハ両 側 肺 結 核 重 症 ∴風 シ115例 マ

デ喀 疾 中 二結 核 菌 テ澄 明 シ、 其 中 乾酪 性肺 炎 ラ

疑 ヒ シモ ノア リ。 第10例 ハ右 側 、 第11例 ハ南

側 肺 ノ播 種 型 肺 結核 ナ リ。 從 テ殆 ン ド継 テ気 胸

療 法 子實施 スル ラ得 ザ ル モ ノ∴ シテ、 或 ルモ ノ

ハ既 二横 隔膜 神経 捻 除術 テ受 ケ タル モ ノ ナ リ。

斯 如 キ重症 有熱 肺 結 核 患者 ニ ア リテ モ、肝 油 「ト

マ ト」汁療 法實 施2週 間 乃 至3週 間 一 シテ、 ソ

ノ熱 型 著 シ ク安 定 トナ リ、 或 ハ平 熱 三下 リ、 多

結 核 熱 ノ 肝 油 「ト

総 括.
い

クハ 礎熱 セ ズ。 漸 次 一般 症 状 ノ改 善 セ ラル ・テ

観 タ リ。

余 等 ハ本 肝 油 「トマ ト」7療 法 實施 中t本 法 テ行

フ ト共 晶、 各 種 解 熱剤 ラ同 時 二配 合 シタ リ。 舷

皇典 詳 細 ラ報 告 人ベ キ 乱 徒 島繁 雑 二流 ル ・ラ

思 ヒ、 之 テ省 略 シ、 特 定 ノ例 晶就 テ1竃 使 用 セ

ル解熱 剤 二就 テ略 記 セ リ。

從 テ肝 油 「トマ ト」汁 ノ内服.ソ ノモ ノ ノ こら ヨ

リ、 余 等 ノ報 ズ ル が如 キ、解 熱 的 敷 果 ラ墨 ゲ得

タ ル モ ノナ リヤ、 又 本 法 が人 艘 テ シテ解 熱 剤 二

反 慮 シ得 ル 如 キ素 因 ラ與 フル モ!ナ リ ヤ。 固 ヨ

マ ・ト」汁 療 法

番

號

[1「

2
1:3

有.4

5

V

訓 「7,

丙

・
肺9i

it・

■ 一

結 、i11

核

腸
結
核

肺
門
淋
巴
腺
結
核

13

14

15

116

マ

下

五
豊
玉
翌
旦
24

姓 名
年

齢

性

別

喀結
嬢核
中歯

診 断
入院 前 ヨ
リノ有無

期間

入 院 後

本法實
施 マデ
ノ日数

本 法開始
後下熱 ス
,レマデ ノ

日数 零藝講離一 23 男一
男一
女

十 両側肺結核唾 症) 9ケ 月 31 21 「

÷
49

一 一

26一 21 十一= 雨側肺結核(重症) 21日 13 17

21
-

29

20
-

21
-

38
-

24
-

23
-

18

-

44

雨側肺結核(重症) 5ケ 月 19 17 一 45 十2.2__一 ・,_

男

女一
女一

旦
男一
男

二
十一
十

一.

十一
十

一 剛

十
一一

十
一 ■

十
一
十

一
雨側肺結核(重症) 26日 13 14 一 32 十 〇.5一 両側肺結核(重症) 6ケ 月 △ △ 一 十 210 †5.0

両側肺結核(重症) 2ケ 月 8 13 一 70 十3.0

両側肺結核(重症) 4ケ 月 52 17 一 98一 一 一

雨側肺結核(重症) 2ケ 月 57 遭5 一・十 64

両側肺結核(重症) 1。5ケ 月 31 14 一 27 →一2.0一

男
一

男

右 側 播 種 型
肺結核(重症)

9 18 一 52

両 側 播 種 型
肺結核(重症)

3ヶ 月 9 14 一 77 十4.6

23 男一
男

南側肺結核(重症) 47 9 一 14 一3 .6一一

40 十 南側肺結核(重症) 2ケ 月 1 14 ,ド ー== 38一 32 男一
男

十
一 層

両側肺結核(重症) 1ケ 月 1 6 一 15

17 一 左側肺結核(中等症) 1ケ 月 10 9 一 62 十6.5一一一 一一_

24 男
『

女
一

女
一
男『

毘
女

十 右 側 肺 結 核
右側漏性肋膜炎

6ケ 月 21 9 一 32 一 〇
.8

32

20

十
.雨 側 肺 結 核

腸結核(重 症)
1.5ケ 月 76 21 一 十 136 十14.0

十

=咀

=『

=咀
一.
一

右側肺尖加答見
腸結核(重症)

5ケ 月 58 21 一 43 十 〇.3

13
-

13
-

20一
23

肺門淋巴腺結核 3ケ 月 15 12 一 105 十3.9

■iii一
一 一 一 一_ 肺門淋巴腺結核 1ケ 月 △ △ 一 83 十3.5

肺門淋巴腺結核 11ケ 月
.一_ 13 3 一 43 一4 .2一 一

男一
男

肺門淋巴腺結核 19 16 一
一

72 十6.0

34 一 肺門淋巴腺結核一 10 17 一 32 十1.2

30 女 一 肺門淋巴腺結核 1.5ケ 月 10 9 _一 103 十7.7



●

第4凱 西垣爵岩 田・岡 田・木村=肺 緬核1患者ド 封 スル肝泊」トマ ト」汁燦法 二就e238

リ弦 二決 スル能 ハ ザ ル モ、 此鮎 二關 シ現 時臨 躰

實験 ラ重 ネ ヅ ・カ レラ以 テ他 員報 告 スル所 アル

ベ シ。 兎 モ ア レ解熱 剤 二長期 二亙 リテ反 慮 セザ

リ シ結 核熱 ガ比 較 的 容 易 二下熱 ス ル場ff・ア1)シ

バ臨 休 上 注 目 二償 スル所 ナ リ。 本 表 二示 ス が如

ク、 肝 油 「トマ ト」汁 療 法 ニ ヨ リ下 蕪 スル期需 が

多 クハ本 法 實施 第2週 乃 至3週 以 内 ナ ル亭 ハ本

法 ガ解熱 的 敷 果 テ有 ス ト考 ウ ル ノー 根搬 ・ラ與 フ

ル モ ノナ ラ ン。

今 日余 等 ハ其 作 用 機韓 二關 シ、論 及 ス ル テ得 ズ

ト難 モ稿 テ更 メ テ報 告 ス ル が姐 ク、 少 ク トモ本

法 實 施3週 間以 内 二於 テ、 其 血情 沃 度 酸 値 及 ビ

血糖 ノ璽 化 テ來 サ ズ。 尿 「キ ヌ レニ 》」様肋 質 ハ

明 カ ニ漸 次 減 少 シ、 「トリ プ トプ ア ン」新 陳 代 謝

ノ好 韓 スル テ示 シ、 特 二血 清 酸 中和 能 ノ上 昇 シ

血液 ノ 「アル カ ロー ぜ」側 二傾 クテ 謹 明 シ 得 タ

リ。 是 等 作 用 機 韓 ガ生龍 二好 影 響 テ及 ボ シ.食

二下熱 二導 クモ ノナ ラ}カ
。

余等 ハ本肝 油 「トマ ト」汁療 法 實施 二際 シ、臓 温

ノ李 熱 二飼 復 ス ル ト共 二、 咳嚇 、 喀 疲 漸 次 減 少

シ、 胸部 自昼 的拉 他 寛 的症 状 著 シ ク輕 減 シ、 喀

疲 中 ノ結 核 菌 清 失 シ、 艦 重 檜 加 シ、 赤 血 球 沈 降

速 度 モ著 シク遅 延 シタル例 ニ ス ラ遭 遇 シタ リ。

然 レ ド玉 圏'二 ・ 氣 金 勝 ル ・二毛拘
　

ラズ.胸 部 所 見 ノ改 善 セ ラル ・ラ 見ズ 。 艦 重檜

加礫一 延帆 却テ促
進 スル例 ア リ。 第5例 及8例 ノ如 キ ハ本 法 實施

後 其 熱 型 著 シ ク安 定 トナ リタル モ時 二嚢 熱 シ、

胸 部 所 見次 第・轟蓮展 柵 シ、 途 ∴死 ノ韓 鯖 ラ取

レ リ。

本 法 ノ肺 結 核 畜 封脅 ル 作 用 ハ 各種 「ヴ{タ こ.一

ネ」ノ豊 宿 ナ ル 給 輿 二因 リ、 一 般 症 状 改 善 セ ラ

レ、結核 離 劉舩 ル抵 抗 増 大 シ、從 テニ次 的 二快

"二 導 カル ・モ ノニ シテ,本 法 ガ結 核 菌 二封 シ、

特 異的 戸 作 用 λル モ ノー ア ラザ ル ヤ勿論 ナ リ、

余 等 ノ特 二興 味 ラ感 ゼ シバ、 肺 門 淋 巴線 結 核 ナ

リ。 肺門 淋 巴 線 結 核 ノ 有 熱 患 者 二 本 法 ヲ 行 フ

汽 殆 じ ド纏 テ容 易 二下熱 シ、 多 クハ爾 後 霰熱

セ ズ。 一般 症 状 頓 二良 か 二向 ヒ、 赤 血球 沈 降速

度 ノ遅 延 テ見、 殊 二盟 重 ノ檜 加 ス ル モ ノ多 シ。

・更 二余 等 ハ本 肝 油丁 トマ ト」汁療 法 テ敗 血症 ヨ リ

骨 髄 炎 テ併 登 シ、 所 々 二膿瘍 テ形 成 シ、 廠 痩 甚

グ シ ク、 創 傷 治 癒 著 シ ク遅 延 セ ルー患 者 二實施

シ、 肉芽 組 織形 成 促 進 セ ラ レ、艘 重 檜 加 シ、 一

般 症 状 著 シ ク改 善 セ ラ レタ ル治 験 例 ラ見 シコ ト

ア リ。 本肝 油 「トマ ト」汁療 法 テ實 施 シツ ・アル

モ ノ ・肛 門 周園 炎 手術 後 二於 ケル、 創 傷 治 癒 ノ

速 カナ リ シニ驚 キ シコ トア リ。 之 恐 ラ クハ今 日

廣 ク報 告 セ ラル ・如 ク、「ヴィタ ミン」A及 ピDノ

創 傷治 癒 機 轄 二基 クモ ノナ ル ベ キ モ、 各 種 「ヴ,

タ ミ ン」テ本 法 ニ ヨ リ 容 易 一 豊 富 二振 取 セ シメ

得 ルハ興 味 アル所 ナ ル ベ シ。

外 科的 方面 二於 テモ本 法 ガ後 來 盆 スル コ トアル

テ思 ヒ、 舷 二附 記 ス。

第五章 結 論

1・ 肝 油 「トマ ト」汁療 法實 施 後 結 核 性 疾 患 ノ経

過良好 二向 フ モ ノ多 ク、 特 二下 熱 二導 キ易 キ コ

トテ経 験 セ リ。

2.肝 油 「トマ ト」汁療 法 ハ肺 結 核 及 ピ肺 門 腺 結

核二封 シ、試ルベキー療怯 ナ リ。

稿テ終 ルニ臨 ミ、今村教授 ノ御指導御校閲、

今村内科教室員一同 ノ御後援 テ深謝 ス。
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